
はじめに

ベニトンボTrithemis aurora（Burmeister, 1839）
はインドから東南アジア，台湾，中国，日本にかけて
生息するトンボで，国内では1950年代に初めて鹿児島
県薩摩半島の池田湖および鰻池に生息していることが
報告された（朝比奈，1956；馬場，1956）．その後，
1980年頃から台湾以南に分布する個体群に由来すると
推定される集団が急速に分布を北上させ，1980年代に
は南西諸島に，1990年代には鹿児島県の池田湖周辺以
外の地域にまで分布を拡大した（江平，2023）．

分布はその後もさらに拡大を続け，2022年 4 月に出
版された「日本のトンボ 改訂版 第 2 版（尾園ほか，
2022）」では19府県（三重，大阪，兵庫，奈良，和歌山，
岡山，山口，徳島，香川，愛媛，高知，福岡，佐賀，長
崎，熊本，大分，宮崎，鹿児島，沖縄）に定着してい

るほか愛知県での飛来記録があるとされているが，同図
鑑出版後には広島県（中井ほか，2022），京都府（村
木・西村，2023），神奈川県（田口，2024），静岡県

（油井ほか，2024），滋賀県（村木・落合，2024），山
梨県（沓間ほか，2025）の 6 府県で新たに記録された
ほか，2025年 7 月には島根県でベニトンボが発見され
たことが山陰中央新報により報道されており（山陰中
央新報社，2025），今回の記録を含めるとこれまでに
神奈川県以西の27府県で記録されたことになる．

確認状況

ベニトンボを撮影したのは福井県敦賀市鞠山の鞠山川
である．2025年 7 月10日17：49から17：52にかけて，ベ
ニトンボ♂ 1 個体およびショウジョウトンボCrocothemis 
servilia mariannae Kiauta, 1983 ♀ 1 個体を確認した． 

図1.  福井県敦賀市で撮影されたベニトンボ♂（2025年7月10日 鞠山川）
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The first record of Trithemis aurora (Burmeister, 1839) (Odonata: Libelluloidae) from Tsuruga City, 
Fukui Prefecture.
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（要旨）　筆者は福井県敦賀市鞠山の鞠山川において2025年 7 月10日，ベニトンボ♂ 1 個体を目撃，撮影し
た．これは福井県を含む北陸地方における初めての記録であり，ベニトンボの日本海側における北東限記
録と考えられる．
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同地点はガマとヒメガマが繁茂する休耕田に隣接したコ
ンクリート 3 面張りの水路で，河口から500 mほど上流に
あたる．その後， 7 月11日， 7 月12日にも観察を行った
が，ベニトンボは見つからなかった．

福井県敦賀市では2022年に，分布が北上している
ことで知られるタイワンウチワヤンマIctinogomphus 
pertinax（Hagen in Selys, 1854）が確認されている

（髙橋・和田，2024）．髙橋ほか（2025）はタイワンウ
チワヤンマの分布拡大について「近畿・山陰方面など
から徐々に分布域を拡大して侵入したわけではなく，
これらの既知の分布域やその周辺（兵庫県・京都府の
日本海沿岸地域等）から散発的に飛来した個体群の子
孫が，冬季気温や水温，水域の環境などにおいて本種
の生息条件を満たした敦賀市周辺（特に半島沿岸部）
の池沼に定着するに至ったものと考えられる」と指摘
している．今回見つかったベニトンボも福井県嶺南地
方など敦賀市に隣接する地域で見つかっていないこと
から，周辺地域から徐々に分布を拡大したというより
も散発的に飛来した分散個体が発見されたのではない
かと考えられる．タイワンウチワヤンマは敦賀市での
生息が確認されてから現在まで継続的な発生が確認さ
れており，今後ベニトンボが定着するかどうかが注目
される．
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